


雇
用
環
境
の
悪
化
、
移
民
や
多
国
籍
住
民

の
問
題
、
市
街
地
の
衰
退
な
ど
、
現
代
の

都
市
が
抱
え
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

ド
イ
ツ
で
は
長
く
「
社
会
都
市
」
の
実
験

を
行
っ
て
き
た
。
都
市
の
再
開
発
や
環
境

都
市
の
試
み
な
ど
、
多
様
な
手
法
で
都
市

の
再
生
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は

一
九
世
紀
に
遡
る
。

「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。
そ

の
試
み
と
意
義
を
知
り
、
あ
わ
せ
て
日
本

へ
の
示
唆
を
得
た
い
。
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ド
イ
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都
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性

※編集注：「社会都市（Soziale Stadt）プログラム」の訳語について
歴史的な行政理念や行政体である「社会都市（Sozialstadt）」と分ける趣旨から、「社会的都市プログラム」
と訳す人もいますが、本号は「社会都市プログラム」で統一しています。



「
都
市
」
が
社
会
政
策
の
主
た
る
担
い
手

　

ド
イ
ツ
の
地
域
を
見
て
回
っ
て
い
る
と
、
印
象
的
な
の
が
地
方
都

市
の
活
力
で
あ
る
。
連
邦
制
国
家
で
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
も
と

も
と
各
地
域
は
多
様
で
あ
る
。
ハ
ン
ザ
同
盟
の
自
由
都
市
の
伝
統
を

継
ぐ
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
ブ
レ
ー
メ
ン
の
よ
う
に
、
連
邦
を
構
成
す
る
州

と
な
っ
て
い
る
都
市
自
治
体
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
要
な
の

は
連
邦
制
だ
け
で
は
な
い
。
雇
用
不
安
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
骸

化
、
衰
退
地
域
の
環
境
悪
化
な
ど
、
現
代
の
都
市
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
、
連
邦
や
州
の
政
府
と
並
ん
で
市
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
が

注
目
に
値
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
社
会
都
市
」
で
あ
る
。

　

と
い
っ
て
も
、
人
口
面
か
ら
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
都
市
の
規
模
は

決
し
て
大
き
く
な
い
。
ド
イ
ツ
の
都
市
の
過
半
数
は
人
口
二
万
人
以

下
で
、
一
〇
万
人
も
い
れ
ば
「
大
規
模
都
市
」
に
な
る
。
人
口
減
少

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
の
地
方
都
市
に
と
っ
て
も
、
人
口

一
〇
万
人
に
満
た
な
い
ド
イ
ツ
の
都
市
が
、
多
様
な
社
会
政
策
の
主

た
る
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
参
考
と
な
る
は
ず
だ
。

企
画
に
当
た
って

日
本
版

「
社
会
都
市
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
現
を

―
都
市
の
実
験
に
踏
み
出
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
基
盤
に
、
都
市
再
整
備
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
政
策
を
一
体
化

　
「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
九
年
で
あ

る
。
施
設
の
老
朽
化
や
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
再
開

発
や
、
移
民
に
対
す
る
住
宅
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た

が
、
東
京
都
市
大
学
教
授
の
室
田
昌
子
氏
に
よ
れ
ば
、
主
眼
が
経
済

活
性
化
か
ら
社
会
問
題
の
解
決
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ

の
鍵
は
住
宅
・
市
街
地
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
世
代
を
超
え
て
地

域
を
継
承
す
る
ソ
フ
ト
面
の
再
生
と
い
う
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
施

策
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
っ
た
。

　

帝
京
大
学
教
授
の
山
本
健
兒
氏
も
ま
た
「
住
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
」
を
強
調
す
る
。
中
等
学
校
中
退
者
な
ど
に
対
す
る
資
格
取
得

支
援
や
、
祭
り
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
住
民
自
ら
が
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は

「
地
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
存
在
で
あ
る
。
行
政
と
住
民
の
間
に
立

っ
て
住
民
の
よ
ろ
ず
相
談
業
務
に
あ
た
る
地
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
多

く
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
や
労
働
組
合
系
福
祉
団
体
な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
質
・
量
に
お
い
て
充
実
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
分
厚
さ

が
ド
イ
ツ
の
「
社
会
都
市
」
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

宇
野
重
規	

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授
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を
条
件
に
低
利
の
公
的
融
資
を
提
供
し
て
住
宅
を
供
給
し
、
公
的
融

資
の
返
済
後
は
自
由
に
貸
し
た
り
転
売
し
た
り
で
き
る
の
が
社
会
住

宅
の
特
徴
で
あ
る
。

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
の
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
も
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
都

市
で
あ
る
。
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
の
人
口
は
約
一
一
万
人
で
あ
る
が
、

一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ド
イ
ツ
の
全
国
平
均
の
二
倍
に
上
る
。
大

学
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
が
、
こ
の
地

で
取
材
を
続
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
高
松
平
藏
氏
は
、
同
時
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。多
様
な
背
景
を
持
つ
住
民
を
一
つ
の「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
し
て
い
る
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
り
、
そ
の
数
は

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
環
境
問
題
、
教
育
、
福
祉
な
ど
約
七
四
〇
に
も

及
ぶ
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
文
化
政
策
こ
そ
が
、
住
民
の
町
へ
の
愛
着
を

生
み
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
源
に
な
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
日
本
の
都
市
も
、

多
様
な
社
会
実
験
を

　

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
個
別

的
に
み
れ
ば
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
同
様
の
施
策
が
見

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
地
域
の
経
済
活
性
化
と
と

た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
版
の「
社
会
都
市
」

の
理
念
と
、
そ
の
理
念
の
下
に
お
け
る
多
様
な
都
市
の
「
実
験
」
こ

そ
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

も
に
社
会
的
課
題
の
解
決
を
掲
げ
、
ハ
ー
ド
面
で
の
施
設
の
更
新
や

再
開
発
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
参
加
に
よ
る
ソ
フ
ト
面

の
充
実
と
一
体
化
し
た
点
に
、
ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
の
独
自
性
が
見

い
だ
せ
る
。
多
様
な
世
代
と
社
会
階
層
、
さ
ら
に
は
外
国
人
世
帯
を

交
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
地

域
へ
の
愛
着
を
生
み
出
し
て
い
る
点
は
、
日
本
の
地
方
都
市
に
と
っ

て
も
重
要
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
山
積
す
る
社
会
的
課
題
に
取

り
組
む
た
め
に
も
、「
地
方
消
滅
」「
縮
小
社
会
」
を
乗
り
越
え
る
新

都
市
住
民
全
体
を
カ
バ
ー
し
、

連
帯
を
高
め
る

　

そ
も
そ
も
「
社
会
都
市
」
と
い
う
場
合
の
「
社
会
的
（sozial

）」

と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
東
京
大
学
教
授
の
馬
場
哲
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
ド
イ
ツ
語
に
は
「
社
会
全
体
を
見
渡
し
、
互
い
に
助
け
合
い
、

社
会
が
分
裂
せ
ず
、
統
合
を
維
持
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ

る
。
現
在
の
社
会
都
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
ま
た
、
一
部
の
貧
困
層

の
救
済
に
止
ま
ら
ず
、
都
市
の
住
民
全
体
を
カ
バ
ー
し
、
そ
の
連
帯

を
高
め
る
と
い
う
発
想
が
あ
る
。
専
門
職
と
し
て
強
い
裁
量
権
を
持

つ
上
級
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
都
市
が
互
い
に
競
い
合
い

な
が
ら
社
会
的
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
き
た
点
に
、
現
代
ド
イ
ツ

の
社
会
都
市
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
意
義
が
見
い
だ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
の
中
で
も
先
進
的
に
都
市
内
部
の
衰
退
地
区
再
生
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
の
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
で
あ
る
。
同
市
で
は
住
民

に
密
着
し
た
再
開
発
に
よ
り
住
宅
・
商
店
・
オ
フ
ィ
ス
・
文
化
施
設

が
混
在
し
、
多
様
な
社
会
階
層
が
暮
ら
す
地
区
の
発
展
を
目
指
し
て

き
た
。
そ
の
際
、
大
阪
市
立
大
学
教
授
の
大
場
茂
明
氏
は
、
社
会
住

宅
の
果
た
し
た
役
割
を
説
く
。
住
宅
を
市
場
に
任
せ
る
だ
け
で
は
社

会
階
層
や
地
区
に
よ
る
供
給
格
差
が
生
じ
る
。
入
居
者
の
所
得
な
ど

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東

京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思
想
史
、
政
治
哲
学
。

Keywords

…
…
都
市
の
実
験
、
地
方
都
市
の
活
力
、
連
帯
を
高
め
る
、
多
様
な
背
景
と
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
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ドイツの
社会都市
プログラムとは
何か。

日本への示唆は
何か。

識者に問う

インタビュー実施：2018 年 11 月
聞き手：

森 直子（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
北島あゆみ（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

施策統合型のアプローチで、
持続可能な地域再生を
室田昌子
東京都市大学環境学部環境創生学科 教授

Keywords
コミュニティー再生、都市の社会問題、
ハードとソフトの統合型アプローチ

社会的弱者のエンパワーメントに資する
「社会都市」プログラム

山本健兒
帝京大学経済学部地域経済学科 教授

Keywords 社会住宅、社会的弱者、外国人、住民のエンパワーメント、NPO

「すべての住民」を対象とする
社会都市プログラムの歴史的な背景
馬場 哲
東京大学大学院経済学研究科 教授

Keywords 都市の独立性、強力な都市行政、生存配慮、都市住民全体をカバー

地区単位での取り組みが進む住宅政策
大場茂明
大阪市立大学大学院文学研究科 教授

Keywords 社会住宅、市場の需給調整機能を重視、地区の実情に応じた取り組み

補助的プログラムとしての
ドイツの「社会都市」
高松平藏
ジャーナリスト

Keywords 都市の質を高める、コミュニティーの形成、NPO
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。

日
本
へ
の
示
唆
は
何
か
。

識
者
に
問
う 施

策
統
合
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

持
続
可
能
な
地
域
再
生
を

室
田
昌
子

東
京
都
市
大
学

環
境
学
部
環
境
創
生
学
科

教
授

促
す
、
と
い
っ
た
活
動
が
連
携
し
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
場
の
移
転
に
よ
り
跡
地
が
生
ま
れ
た
地
域

で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
観
光
業
な
ど
を
促
す
た
め
の
土
地
利
用
転
換
が
行
わ
れ
る
。
併
せ
て
、

地
域
内
の
余
っ
た
施
設
を
活
用
し
て
、
失
業
者
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
た
り
、
起
業
の
促
進
や
、
人
材
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た
施
策
が
行
わ
れ
る
。
当
初
は
経
済
の
活
性
化
に
も
主
眼
が
置

か
れ
た
が
、
現
在
で
は
都
市
の
環
境
改
善
と
社
会
問
題
を
解
決
す
る
手
法
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
統
合
型
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
、
老
朽
化
や
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ

た
都
市
の
社
会
的
問
題
を
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
施
策
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
構
造
的
に
解
決
を
図

り
、
都
市
の
再
生
や
魅
力
創
出
に
つ
な
ぐ
、
と
い
う
試
み
は
、
日
本
に
も
参
考
に
な
る
。
日
本
で
は
、

再
生
が
必
要
な
老
朽
市
街
地
の
多
く
で
若
者
が
減
り
、
高
齢
者
が
孤
立
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
グ
ル
ー

プ
と
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
乖か

い

離り

し
、「
多
世
代
」
で
話
し
合
い
協
力
し
合
う
場
が
限
ら
れ
て
お
り
、

世
代
間
の
承
継
も
で
き
て
い
な
い
。
新
し
い
市
街
地
に
変
え
て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
、
住
宅
・
市
街
地

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
、
老
朽
化
し
空
き
家
化
し
た
住
宅
、
管

理
不
全
な
緑
な
ど
を
エ
リ
ア
で
改
善
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
加
え
て
、
若
い
人
を
呼
び
戻
せ
る
魅
力

を
つ
く
り
、
世
代
を
超
え
て
地
域
を
継
承
す
る
ソ
フ
ト
面
の
再
生
が
必
要
だ
。

都
市
・
建
築
計
画
の
研
究
分
野
に
お
い
て
、
持
続
可
能
型
社
会
の
実
現
に
主
眼
を
置
く
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
向

け
、
実
証
的
な
研
究
を
日
本
各
地
で
展
開
。
東
京
工
業
大
学
社
会
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
専
門
博
士
課
程
修
了
。
武

蔵
工
業
大
学
准
教
授
を
経
て
、
現
職
。
国
土
交
通
省
都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
政
策

研
究
委
員
会
な
ど
、
多
く
の
外
部
委
員
会
に
所
属
。
受
賞
歴
多
数
。
最
新
著
書
『
世
界
の
空
き
家
対
策 

公
民
連
携
に

よ
る
不
動
産
活
用
と
エ
リ
ア
再
生
』（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）。

イ
ツ
の
都
市
再
生
は
、
イ
ン
フ
ラ
改
善
や
住
宅
団
地
再
生
を
中
心
と
し
た
都
市
・
住
宅
政

策
と
、
移
民
政
策
や
教
育
・
福
祉
政
策
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
統
合
的
に
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。
老
朽
化
し
た
住
宅
・
市
街
地
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
強
化
、
就
労
促
進
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
や
移
民
へ
の
支
援
、
青
少
年
教
育

な
ど
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
。

　

こ
の
政
策
は
「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
、
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
子
ど

も
が
増
加
し
、
空
き
家
・
空
き
地
を
活
用
し
て
、
遊
び
場
に
す
る
場
合
に
は
、
公
園
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

建
設
に
終
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
す
る
ソ
フ
ト
面
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
移
民
が
多
い
地
区
な
ら
ば
、
住
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
拠
点
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
ド
イ
ツ
語
の
訓
練
を
子
ど
も
や
親
に
も
提
供
し
て
社
会
統
合
を
図
り
、
地
域
と
の
交
流
や
就
労
を

ド
室
田
昌
子
（
む
ろ
た
・
ま
さ
こ
）

室田昌子〔2010〕

『ドイツの地域再生戦略―コミュニティ・マネージメント』
学芸出版社
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。

日
本
へ
の
示
唆
は
何
か
。

識
者
に
問
う 社

会
的
弱
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
資
す
る

「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

山
本
健
兒

帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科

教
授

て
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
住
宅
及
び
住
環
境
が
劣
悪
で
、
か
つ
、「
社
会
問
題
」
を
抱

え
る
街
区
を
改
善
す
る
た
め
の
「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
連
邦
・
諸
州
・
都
市
自
治
体
の
協
力

で
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
住
宅
や
物
理
的
な
住
環
境
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
役
立
つ
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
職
業
資
格
の
取

得
に
よ
っ
て
初
め
て
安
定
し
た
生
活
が
可
能
に
な
る
。
中
等
学
校
中
退
者
な
ど
に
対
す
る
資
格
取
得
支

援
や
、
街
区
祭
り
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
住
民
自
身
が
企
画
実
行
で
き
る
力
を
つ
け
る
た
め
の

支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
街
区
に
は
、住
民
の
よ
ろ
ず
相
談
業
務
に
当
た
る
「
地
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
、
行
政
と
住
民
の
間
に
立
っ
て
街
区
活
性
化
に
尽
力
し
て
き
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
都
心
近
く
で
あ
れ
郊
外
で
あ
れ
、
社
会
的
弱
者
の
た
め
に
、
古
く
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク

系
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
、
労
働
組
合
系
、
そ
の
他
の
社
会
福
祉
団
体
が
活
動
し
て
き
た
。
地
区
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
多
く
は
そ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
ド
イ
ツ

社
会
は
機
能
し
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
基
盤
が
日
本
と
異
な
る
点

は
あ
る
が
、
日
本
が
ド
イ
ツ
の
「
社
会
都
市
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
学
ぶ
も
の
は
多
い
は
ず
だ
。

社
会
経
済
地
理
学
を
専
門
と
す
る
。
九
州
大
学
名
誉
教
授
。
博
士
（
理
学
）。
経
済
地
理
学
会
前
会
長
。
ド
イ
ツ
で
の

実
地
調
査
に
基
づ
い
た
研
究
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
地
理
学
専
門
課
程
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
や
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
等
で
研
究
に
従
事
。
九
州
大
学
経
済
学
研

究
院
教
授
、
同
研
究
院
長
（
学
部
長
）
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
賞

受
賞
。
著
書
に
『
現
代
ド
イ
ツ
の
地
域
経
済
―
企
業
の
立
地
行
動
と
の
関
連
』（
法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
三
年
）
他
。

九
六
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
の
都
市
で
は
ど
こ
で
も
、
都
心
近
く
に
、
住
宅
建
屋
や
住
環
境
の

質
が
低
い
街
区
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
街
区
は
、
十
九
世
紀
後
半
以
降
の
産
業
化

時
代
に
工
場
労
働
者
向
け
集
合
住
宅
密
集
地
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
当
時
の
水
準
か
ら
み

て
良
好
な
「
社
会
住
宅
」
も
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
、
郊
外
に
、
現
代
的
水
準
に
見
合
う
「
社
会

住
宅
」
が
建
設
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
転
居
す
る
人
々
が
続
出
し
た
。
転
居
で
き
な
い
ド
イ
ツ
人
が
そ
の

街
区
に
住
み
続
け
る
一
方
で
、
空
き
家
に
は
、
外
国
人
労
働
者
が
家
族
を
呼
び
寄
せ
て
集
住
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
都
心
の
住
宅
街
区
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
り
、

連
邦
政
府
の
財
政
支
援
を
受
け
て
、
住
宅
供
給
に
責
任
を
も
つ
都
市
自
治
体
や
そ
の
監
督
下
に
あ
る
公

共
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
街
区
改
修
が
始
ま
っ
た
。
他
方
で
、
一
九
六
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た
郊
外
の
大

規
模
集
合
住
宅
と
そ
の
地
区
も
次
第
に
老
朽
化
し
、
住
環
境
と
し
て
な
ん
ら
か
の
欠
陥
を
抱
え
て
い
る

場
合
に
は
、
失
業
者
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
の
社
会
的
弱
者
や
、
外
国
人
が
集
住
す
る
場
所
と
な
っ

山
本
健
兒
（
や
ま
も
と
・
け
ん
じ
）

山本健兒〔1995〕

『国際労働力移動の空間―ドイツに定住する外国人労働者』
古今書院
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。

日
本
へ
の
示
唆
は
何
か
。

識
者
に
問
う 「

す
べ
て
の
住
民
」
を
対
象
と
す
る

社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
歴
史
的
な
背
景

馬
場	

哲

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授

中
心
的
担
い
手
は
都
市
か
ら
国
家
に
移
っ
た
が
、
ナ
チ
期
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
連
邦
共
和
国
の
成

立
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
地
方
分
権
化
の
な
か
で
、
再
び
都
市
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。

　
「
社
会
的
（sozial

）」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
に
は
、
社
会
全
体
を
見
渡
し
、
互
い
に
助
け
合
い
、
社
会

が
分
裂
せ
ず
、
統
合
を
維
持
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
そ
れ
を
行
政
法
学
者
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ

フ
が
理
念
化
し
た
の
が
「
生
存
配
慮
」
で
あ
る
。
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
を
、
低
所
得
層
だ
け
で

は
な
く
「
す
べ
て
の
住
民
」
に
、
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
保
証
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
重
要
な
概
念
だ
。

国
家
の
一
部
と
し
て
の
都
市
が
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
気
・
ガ
ス
や
交
通
を
整
備
し
、
教
育
、
救

貧
、
衛
生
な
ど
の
問
題
に
も
対
処
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　

現
在
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
一
部
の
層
の
救
貧
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
住
民
全
体
を
カ
バ
ー

し
、
地
区
、
都
市
全
体
を
ま
と
め
る
と
い
う
発
想
が
基
本
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
な
「
社
会
的
」

と
い
う
理
念
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
連
続
性
の
上
に
、
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
新
し

い
力
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
問
題
の
あ
る
地
区
の
底
上
げ
を
図
る
と
い
う
新
し
い
狙
い
を
持
た
せ
た
の

が
、
現
在
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

近
代
化
・
工
業
化
以
後
の
ド
イ
ツ
の
都
市
の
諸
問
題
を
分
析
し
、
そ
の
経
済
学
的
、
経
済
史
的
な
意
義
の
研
究
を
進
め

る
。
専
門
は
ド
イ
ツ
近
現
代
都
市
史
、
西
洋
経
済
史
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
第
二
種
博
士
課
程
単
位
修
了
。

経
済
学
博
士
。
東
京
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
一
九
九
八
年
よ
り
現
職
。

独
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ゲ
ー
テ
大
学
歴
史
学
部
客
員
研
究
員
、
英
レ
ス
タ
ー
大
学
都
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
も
務
め
た
。
著
作
に
『
ド
イ
ツ
農
村
工
業
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
他
。

イ
ツ
は
伝
統
的
に
分
権
国
家
で
都
市
の
独
立
性
が
強
く
、
強
力
な
都
市
行
政
を
基
礎
に
制

度
や
政
策
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

史
の
な
か
で
都
市
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

一
九
世
紀
後
半
の
工
業
化
の
進
展
に
伴
い
、
ド
イ
ツ
で
も
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
住
宅
、
衛
生
、

貧
困
、
失
業
等
の
都
市
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
都
市
で
あ
る
。
当

時
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
に
よ
り
都
市
は
国
家
に
組
み
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
な
お
強

い
自
治
権
と
高
い
財
政
的
自
立
性
を
も
っ
て
い
た
。
上
級
市
長
は
都
市
専
門
官
僚
で
あ
り
、
任
期
は

一
二
年
と
長
く
、
強
い
裁
量
権
を
持
っ
て
い
た
。
諸
都
市
は
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
競
い
合
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
都
市
は
「
社
会
都
市
（Sozialstadt

）」
と
言
わ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し

た
ド
イ
ツ
的
福
祉
国
家
の
先
駆
形
態
と
さ
れ
る
。「
社
会
国
家
」
の
も
と
で
、
ド
イ
ツ
の
社
会
政
策
の

馬
場 

哲
（
ば
ば
・
さ
と
し
）

馬場哲〔2016〕

『ドイツ都市計画の社会経済史』
東京大学出版会

ド
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。

日
本
へ
の
示
唆
は
何
か
。

識
者
に
問
う 地

区
単
位
で
の
取
り
組
み
が
進
む
住
宅
政
策

大
場
茂
明

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授

済
め
ば
入
居
者
を
低
所
得
者
に
限
る
必
要
は
な
く
な
り
、
誰
に
貸
し
て
も
よ
い
し
、
転
売
も
で
き
る
。

賃
貸
料
の
上
限
は
地
域
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
金
額
自
体
は
市
場
で
の
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ

っ
て
決
ま
る
。
こ
う
し
た
点
が
福
祉
政
策
の
考
え
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

都
市
州
で
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
借
家
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
国
内
で
も
住
宅
政
策
に
も
と
も
と
積
極

的
だ
っ
た
地
域
だ
。
近
年
の
経
済
成
長
で
住
宅
供
給
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
、
再
び
社
会
住
宅
の
建
設
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
他
方
、
都
市
内
部
の
地
区
間
格
差
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
今
で
は
、
よ
り
地
区
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
州
か
ら
市
内
の
再
開
発
事
業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
シ
ュ
テ
ー

ク
と
い
う
組
織
は
、
州
が
全
額
出
資
す
る
公
社
と
し
て
発
足
し
た
が
、
後
に
民
営
化
さ
れ
た
。
シ
ュ
テ

ー
ク
が
担
っ
て
き
た
行
政
と
市
民
の
間
の
調
整
機
能
も
、
徐
々
に
地
区
ご
と
の
住
民
組
織
な
ど
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
住
民
参
加
に
よ
っ
て
、
地
域
の
住

民
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
個
別
の
問
題
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

衰
退
地
区
の
再
開
発
な
ど
、
ド
イ
ツ
の
中
で
も
い
ち
早
く
都
市
更
新
に
取
り
組
ん
で
き
た
ハ
ン
ブ
ル

ク
だ
が
、
都
市
再
生
が
成
功
を
収
め
た
か
と
い
う
と
、
評
価
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
経
済
は
成
長
し

て
い
る
が
、
地
区
間
格
差
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
分
断
の
解
消
に
は
時
間
が
必
要
で
、
再
生
の
途
上
に
あ

る
。ル

ー
ル
地
域
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
政
策
、
特
に
近
代
以
降
の
土
地
・

住
宅
政
策
、
先
進
工
業
国
に
お
け
る
地
域
住
宅
市
場
の
国
際
比
較
、
都
市
開
発
事
業
や
衰
退
地
区
更
新
事
業
の
研
究
を

進
め
る
。
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
（
地
理
学
専
攻
）
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
文
学
）。

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授
を
経
て
、
現
職
。
ド
イ
ツ
・
ボ
ー
フ
ム
大
学
客
員
教
授
も
務
め
た
。
著
作

に
『
近
代
ド
イ
ツ
の
市
街
地
形
成
―
公
的
介
入
の
生
成
と
展
開
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
他
。

イ
ツ
は
も
と
も
と
州
ご
と
の
格
差
が
大
き
い
。
移
民
な
ど
地
域
住
民
の
構
成
も
場
所
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
る
。
州
や
自
治
体
間
の
格
差
が
大
き
い
社
会
の
な
か
で
、
各
自
治
体
が

ど
の
よ
う
に
地
域
内
の
住
民
全
体
に
一
定
の
生
活
水
準
を
保
障
す
る
か
の
議
論
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
そ
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
住
宅
政
策
は
、
市
場
の
需
給
調
整
機

能
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
源
流
は
、
住
宅
窮
乏
状
態
に
あ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
広
範
な
国
民
層
へ
の
住
宅
供
給
を

目
的
に
、
公
的
助
成
に
よ
る
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
遡
る
。
住
宅
は
、
市
場
に
任
せ
る
だ
け
で
は
、

社
会
階
層
、
あ
る
い
は
地
区
に
よ
っ
て
供
給
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
入
居
者
の
所
得
な
ど

に
条
件
を
つ
け
た
低
利
の
公
的
融
資
を
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
提
供
し
、
大
量
の
住
宅
を
供
給
さ
せ
た
。

こ
れ
を
「
社
会
住
宅
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
特
有
の
概
念
で
あ
り
、
公
営
住
宅
を
指
す
の
で
は

な
く
、
公
的
資
金
が
未
返
済
状
態
に
あ
る
住
宅
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
的
融
資
の
返
済
が

大
場
茂
明
（
お
お
ば
・
し
げ
あ
き
）

小玉徹・大場茂明・檜谷美恵子・平山洋介〔1999〕

『欧米の住宅政策―イギリス・ドイツ・フランス・アメリカ』
ミネルヴァ書房

ド
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

ド
イ
ツ
の
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
。

日
本
へ
の
示
唆
は
何
か
。

識
者
に
問
う 補

助
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の

ド
イ
ツ
の
「
社
会
都
市
」

高
松
平
藏

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

言
で
い
え
ば
、
質
を
高
め
よ
う
と
い
う
性
質
が
強
い
。
翻
っ
て
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
は
高
い
質
を
実
現
し
て

い
る
都
市
だ
が
、
そ
れ
で
も
町
全
体
の
デ
ー
タ
を
見
て
、
例
え
ば
世
代
間
交
流
を
盛
ん
に
す
べ
き
エ
リ

ア
が
あ
る
と
、
都
市
計
画
と
し
て
取
り
組
む
。
そ
の
時
に
「
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
申
請
も
視
野

に
入
る
わ
け
だ
。

　

こ
こ
で
社
会
都
市
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
、「
市
民
参
加
」
を
見
て
み
よ
う
。
都
市
は
「
地
縁
・
血
縁
」

の
前
近
代
的
な
人
間
集
団
で
は
な
く
、「
赤
の
他
人
」
の
密
集
空
間
だ
。
だ
か
ら
他
人
同
士
が
知
り
合

う
装
置
が
必
要
で
、
文
化
政
策
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
に
相
当
す
る
組
織
）
が
こ
れ
を
果
た
す
。
都
市
を
「
赤
の

他
人
」
の
集
ま
り
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
要
素
の
あ
る
空
間
に
す
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

普
段
か
ら
深
い
レ
ベ
ル
で
行
政
に
参
加
。
こ
れ
は
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
地
域
で
も
同
様
だ
。
例

え
ば
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
・
建
設
・
運
用
と
い
う
課
題
に
対
し
て
対
象
区
域
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
こ
れ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
当
の
組
織
）
が
最
初
か
ら
関
わ
る
。
こ
う
い
っ
た
役
割
を
果
た
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
ス

ポ
ー
ツ
以
外
に
も
文
化
、
環
境
問
題
、
教
育
、
福
祉
な
ど
約
七
四
〇
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
元
紙
を
継
続
的
に
見
て
い
る
と
、
市
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
請
を
す
る
と
丁
寧
に
報
じ
ら

れ
、
都
市
計
画
局
の
責
任
者
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
登
場
す
る
。
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
な
の

だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
全
体
像
か
ら
い
え
ば
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
く
ま
で
も
都
市
運
営
の
延
長
線
上

に
あ
り
、
都
市
全
体
の
質
を
高
め
る
補
助
的
な
も
の
と
見
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
と
思
う
。 （
寄
稿
）

エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
（
独
バ
イ
エ
ル
ン
州
）
在
住
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
同
市
と
行
き
来
を
は
じ
め
、
二
〇
〇
二
年

か
ら
同
市
を
拠
点
に
。
同
地
域
の
文
化
、
環
境
、
経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
取
材
。
日
独
の
生
活
習
慣
や
社
会
シ
ス
テ

ム
の
比
較
を
ベ
ー
ス
に
、
地
方
都
市
の
発
展
を
テ
ー
マ
に
執
筆
。
他
方
、
一
時
帰
国
の
た
び
に
自
治
体
や
大
学
な
ど
で

講
演
活
動
を
行
う
ほ
か
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
で
も
、
集
中
講
義
と
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
著
書
に
『
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
は
な
ぜ
元
気
な
の
か
』（
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
他
。

イ
エ
ル
ン
州
北
部
の
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
市
（
人
口
約
一
一
万
人
）
で
、
筆
者
は
取
材
・
観
察
・

調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
内
複
数
区
域
で
社
会
都
市
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
建
物
な
ど
の
「
ハ
ー
ド
」
と
、
市
民
参
加
な
ど
の
「
ソ
フ
ト
」
の
総
合

的
な
充
実
化
支
援
が
目
的
だ
が
、
一
定
レ
ベ
ル
の
経
済
力
や
生
活
の
質
が
整
っ
た
都
市
や
エ
リ
ア
で
も

適
用
さ
れ
る
よ
う
だ
。
同
市
は
そ
の
一
例
だ
が
、
こ
こ
で
の
知
見
を
も
と
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
ド
イ
ツ
の
「
都
市
」
の
特
性
が
手
が
か

り
に
な
り
そ
う
だ
。

　

一
般
に
都
市
の
定
義
は
曖
昧
だ
が
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
イ
メ
ー
ジ
や
制
度
な
ど
が

比
較
的
明
確
だ
。
加
え
て
相
対
的
に
自
治
体
規
模
が
小
さ
い
。
一
〇
万
人
ク
ラ
ス
で
「
大
規
模
都
市
」

と
い
う
位
置
付
け
で
、
同
規
模
の
日
本
の
都
市
と
質
的
に
か
な
り
異
な
る
。
そ
し
て
経
済
、
文
化
、
教

育
、
環
境
、
福
祉
、
市
民
参
加
な
ど
、
都
市
全
体
に
お
け
る
、
総
合
的
要
素
の
最
適
化
を
目
指
す
。
一

高
松
平
藏
（
た
か
ま
つ
・
へ
い
ぞ
う
）

高松平藏〔2016〕

『ドイツの地方都市はなぜクリエイティブなのか
―質を高めるメカニズム』

学芸出版社

バ
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データで ドイツ社会都市の可能性見る

社会都市プログラムの実施主体

出所）	Bundesministerium	des	Innen,	für	Bau	und	Heimat	“Verwaltungsvereinbarungen	zur	Städtebauförderung”	1999 年か
ら 2017年の各年版。

注１）	社会都市プログラムの総費用の 1/3 は、連邦予算で補助される。残りの 2/3 は、州・自治体の責任において手当される。
注２）	2011 年から 2013年の連邦補助額の減少は、連邦財政支出の大幅削減が断行されたことによる。その後、財政の急速な回復によ

り 2014年には方針が転換された。

出所）	Bundesministerium	des	Innen,	für	Bau	und	Heimat	（2017）	“Soziale	Stadt	2017,”	p.	2 および Statistisches	Bundesamt	
（2018）,	“Gemeindeverzeichnis	am	31.	12.	2017”

注１）	社会都市プログラムは主に都市を対象としているが、一部都市以外の自治体でも実施されている（バイエルン州など）。
注２）	「全自治体数」は、住民のいる自治体のみの数。

注）	社会都市プログラム実施都市へのアンケート調査（2015 年実施）。数値は、合計 21の選択肢のなかから、プログラムの実施主体
であると選択した都市の全体に占める割合を示す（複数回答可）。ここでは、回答割合の高かった上位 10	実施主体の結果を示した。

	 他の選択肢として、社会的企業、警察、個人の住宅所有者、職業紹介所／ジョブセンター、民間企業、リフォーム会社、婦人会、企
業連合、市民財団等、商工会議所・職人団体、大学がある。回答都市の総数は 205。

出所）	Bundesinstitut	für	Bau-,	Stadt-	und	Raumforschung	（BBSR）（2017）
	 『社会都市プログラム中間評価報告（Zwischenevaluierung	des	Städtebauförderungsprogramms	Soziale	Stadt）』p.	49、

図表 10。

注）	社会都市プログラム実施都市へのアンケート調査（2014 年実施）。合計 12の選択肢からの複数回答における上位 8項目。他の選
択肢として、社会的統合、環境保護、安全、公共交通機関がある。回答都市の総数は 294。

出所）	empirica	（2016）	“Begleitforschung	der	Städtebauförderung	Bundestransferstelle	Soziale	Stadt	 —	Auswertung	der	
Beglaitinformationen	zu	den	Maßnahmen	des	Bund-Länder-Programms	Soziale	Stadt	2014”、pp.	20～21。

社会都市プログラムを実施した自治体の割合

社会都市プログラムの連邦補助額の推移

自治体の人口規模区分
2017 年までに社会都市プログラム

を実施した自治体の割合
（a）/（b）

実施自治体数
（a）

全自治体数
（b）

50 万人以上 100.0% 14 14

10 万人以上 50万人未満 95.5% 63 66

5 万人以上 10万人未満 68.5% 76 111

1 万人以上 5万人未満 18.0% 252 1,397

1 万人未満 1.1% 108 9,464

ドイツ全国 ― 513 11,052

No. アクター %
1 フェアライン（地域クラブ） 88
2 地元住民 86
3 学校 82
4 地区オフィス／地区マネージャー 81
5 社会・福祉協会 80
6 政治 79
7 住宅協同組合 78
8 託児所 73
9 教会／宗教団体 68
10 移民組織 57

200
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（単位：100万ユーロ）

（年）
1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

社会都市プログラムの目的

生活環境の改善（緑地、
スポーツ、レジャーなど）

住宅の質と建物利用多様化

社会インフラの改善

市民参画

地区文化

学校・職業教育・成人教育

地域経済

地区イメージ・広報

（％）
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体的に人生を選び、地域社会に貢献する中核
層。少子高齢化や財政危機など、日本社会が

大きな課題に直面する中、過去の成功モデルを脱却
し、これからの社会の中核となる人々です。

核層にどのような役割が期待されるのでしょうか。
NIRA 総研の谷口将紀理事、宇野重規理事、牛尾治朗会長がわかりやす

く解説しています。

中核層の
時代に向けて

主

中

h t t p : / / w w w. n i r a . o r . j p /
NIRAウェブサイトにて動画公開中！
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